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「雲南懇話会」（2006.12.9）

カラコラム山脈での最近の１世紀における氷河の変動

－ 衛星画像と探検時代の地図の比較による

長岡正利 （ 国土地理院客員研究員／いであ(株)勤務 ）

・ 19世紀に小氷期が終わって以降、氷河の後退･縮小傾向が観察されてきた。

・ 近年、それがさらに加速されていると見られている。

（WWF(世界自然保護基金)報告は、ヒマラヤの山岳氷河の後退加速を指摘）

（気温上昇については、IPCC（気候変動に関する政府間パネル）

・ ネパールやブータンヒマラヤは 日本の研究者による30年間ほどの 現地調査の実績がある。

【 本日のお話：まえおき 】

ネパ ルやブ タンヒマラヤは、日本の研究者による30年間ほどの、現地調査の実績がある。

・ 巨大氷河が集中しているカラコラム山脈については、同様の長期的調査の事例に乏しい。

・ 遡る数10年以上前との比較については、氷河の変動を具体的に述べる文献はない（と思われる）。

ところで 、

① 地政学的に重要なカラコラム周辺は、19世紀から多くの探検家や登山隊が良い地図を残してきた。

② 演者は、カラコラムの山歩きを楽しむとともに、その地図を集めてきた。

③ カラコルムの巨大氷河では、数10年以上前の詳しい地図が利用できるいずれの氷河についても、

衛星画像（Google Earth）との比較により、最近のほぼ約１世紀の間では、その氷河末端位置には

変化がないという事実に気づいた。

【発表者の立場】

【発表者の立場】

・ 発表者（長岡）は、雪氷学や気候学に係わる者ではなく、

・ 趣味の地図と山歩き、衛星画像などでの比較によって、

・ ここ１世紀の氷河の消長を述べたもの。

・ 氷河の涵養(降雪)と消耗･流動･消耗のメカニズムや、

地域の気候変動については言及できない。

クンプ地域のコンマ氷河の最近19年間の変化

－ 岩田修二、地学雑誌 Vol.106 (1997)

【氷河後退の例：ネパール】

【氷河後退の例：ブータン】

－ 内藤 望 ほか による

Naito et al. (2006)､Bull. Glaciol. Res. Vol. 23
（ 日本雪氷学会の英文学術誌 ）

【一般に、よく言われていること － １ 】

・ 「19世紀半ば以降の、氷河の衰退現象は世界の多くの場所で明らか」

・ 「世界規模で長期的な気候変動が起きている」ことは、寒冷地域（極地の氷河や

山岳氷河）において最も検出可能な、疑う余地のないその証拠

気象庁 ： 過去100年の気温上昇傾向
IPCC （気候変動に関する政府間パネル）

今後100年の傾向（環境省HP･気象庁HP）
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スイス ： 現代と1925年の地形図
ヨーロッパアルプスでは、氷河の後退は著しい。

1925年地図の時点では､全体が１つの氷河／ゴルナーグラード氷河と､その右奥上が最も後退の激しい 下テオドゥル氷河／（長岡､1994）

【一般に、よく言われていること － ２ 】

（ WWF (世界自然保護基金) HPより ）（ 以下､略 ）

【 一般に、よく言われていること － ３ 】

（ 上記は、『雪氷』 Vol.63-2（2001） 「ヒマラヤ氷河特集」の冒頭報文中の「概要」より ）

な お ： 短期的な観察だが、標高の高い地域での少数の氷河は前進して

いるとの報告も。（K.Hewitt,2005）
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自己の記憶では、

氷河の後退 について、自己の経験から：ネパール～インドヒマラヤでは

事実のように見えるが、カラコルムの現地（特に､巨大な氷河）では、

そう見えた記憶がない。（ただし､衰退(厚さ減少)しているようには見える。）

インド、ガルワールヒマラヤにて

そのガンゴトリ氷河

（ ガンゴトリ氷河左岸の秀峰シブリン ： 長岡､1986 ）
（ WWF報告書(2005)より ）

多くの人が訪れるヒンズー教の聖地で
ガンジス河の源流であることから、
氷河後退の記録は正確。

【 ガンゴトリ氷河にて－１】

（ 長岡､1986 ）バギラティⅡ峰と､ガンゴトリ氷河の先端(峰々の下方)を望む。

【 ガンゴトリ氷河にて－２ 】

（ 長岡､1986 ）

上は、氷河末端に登って下流
を見たもの。 後退した氷河が
残した堆積物が累々と。

下写真で、人物がいるのが
氷河末端。

【 ガンゴトリ氷河にて－３】

（長岡､1986 ）シブリン山麓から、ガンゴトリ氷河を隔てて望むバギラティⅡ峰など
－－ 先端部の後退と同様に、氷河の表面も低下（全体として衰退）。

【 カラコルム ： バルトロ氷河にて－１ 】

（長岡､1999）
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【 カラコルム ： バルトロ氷河にて－２ 】

氷河舌端の上面に立って下流を → 「近年大きく後退しているとは言えない」との思いが

（長岡､1999）

【 そこで･･･ 】

① １世紀ほど前の探検家や登山隊による地図のうち、その経路に
当たった部分を実測した、精度の良い地図と、

② 現代の衛星画像（グーグル･アース）の比較により、この１世紀を
とおしての、氷河消長の検証を試みた。

③ 30年ほど前のソ連邦地図も、 全域の高精度比較には貴重。

【 グーグルアースと、探検時代の地図の利用 】

上図の範囲
左上：ワハーン／右上：タクラマカンの南端
右下：ラダックと パンゴンツォ(湖)
左下：バンジャブ平原の北端

（白い部分が、ヒンズークシュとカラコルム全域）

【 利用した探検時代の地図 】

① Biafo ＆ Baltro Gls. 12.7万図／Conway 1892

② Biafo Gl. to Hisper P. 12.7万図／Workman夫妻 1899

③ Depsang Plains 25万図／de Filippi 1913-14

④ Nanga Parbat ５万図／独 1934 

⑤ Hisper-Biafo 約20万図／Shipton1939⑤ p 約 万図 p

⑥ Hunza-Karakoram 10万図／独 1954･59探検の編集図

⑦ Minapin. ５万図／独 1967

⑧ 全域：戦前のインド測量局図等による陸測外邦図とAMS25万図

⑨ 全域：ソ連邦参謀本部20万図／1970年代中心の10万図からの編集

⑩ 全域：Google Earth による衛星画像

【 利用した地図 】 ① Biafo＆Baltro Gls. 12.7万図／Conway 1892
② Biafo Gl. to Hisper P. 12.7万図／Workman夫妻 1899
③ Depsang Plains 25万図／de Filippi 1913-14
④ Nanga Parbat ５万図／独 1934 
⑤ Hisper-Biafo 約20万図／Shipton1939
⑥ Hunza-Karakoram 10万図／独 1954･59探検の編集図
⑦ Minapin. ５万図／独 1967
⑧ 全域：戦前のインド測量局図等による陸測外邦図とAMS25万図

⑨ 全域：ソ連邦参謀本部20万図／1970年代中心の10万図からの編集

⑩ 全域：Google Earth による衛星画像

⑥

①
②

③

④

⑤⑦

大規模な氷河の場合：ここ１世紀の間での変化は？

バルトロ氷河
－ １

上図 ： 114年前
Biafo＆Baltro Gls. 12.7万図

／Conway 1892
（100年以上前の、困難な条件下での

測量との前提でご覧下さい。）

下図 ： 現代
Google Earth による
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大規模な氷河の場合：ここ１世紀の間での変化は？

バルトロ氷河－２

上図 ： 114年前
Biafo＆Baltro Gls. 12.7万図

／Conway 1892

中図 ： 30年前
ソ連邦参謀本部20万図／1976の10万図から編集

下図 ： 現代
Google Earth による

バルトロ氷河－以下、何枚かの写真を
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大規模な氷河の場合：ビアフォ氷河－１

114年前（Conway 1892） 107年前（Workman 1899）

【氷河末端について､各図の拡大を次ページに】

114年前（Conway､1892） 107年前（Workman､1899）

67年前（Shipton､1939） 現 代

大規模な氷河の場合：ビアフォ氷河 － ２

114年前（Conway 1892） 107年前（Workman 1899） 67年前（Shipton 1939）

29年前（ソ連邦参謀本部20万図 ／ 上の10万図(1977）から編集 現 代

114年前（Conway 1892） 107年前（Workman､1899） 67年前（Shipton､1939）

大規模な氷河の場合
： ビアフォ氷河 － ３

上：氷河末端のモレーン上
から見た上流側

下：氷河の先端部（↓）

（長岡､1999）
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大規模な氷河の場合：リモ氷河－１

【 氷河末端について､各図の拡大を次ページに 】

93年前（de Filippi､1913-14） 現 代

大規模な氷河の場合：リモ氷河－２

93年前（de Filippi､1913-14） 30年前（ソ連邦参謀本部20万図／ 現 代
10万図（1976-78）から編集

【 この後、リモ氷河～テラムシェール氷河の景観を 】

リモ氷河 － その末端部

（ 坂井広志/JAC､2002 ）

リモ氷河 － その末端部、1914

（ de Filippi､1914 ）

上：中央リモ･南リモ氷河の中間
尾根から東望。両氷河末端と
デプサン高原の一部を望む。

下：南リモ氷河末端から西望。

リモ氷河 － その末端

（ 坂井広志/JAC､2002 ）

リモ氷河からテラムシェール氷河

（ 坂井広志/JAC､2002 ）

リモ氷河からコルイタリアを目指して テラムシェール氷河（氷原）からコルイタリアを振り返る
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テラムシェール氷河－前方はパドマナブ峰

（ 坂井広志/JAC､2002 ）

カラコルム最大規模のシアチェン氷河－１

（ 棚橋 靖/JAC､2002 ）

カラコルム最大規模のシアチェン氷河－２

リモ 北･中･南 の各氷河と、
シアチェン氷河下半部

30年前（ソ連邦参謀本部20万図/ 現 代
10万図（1976-78）から編集

【 次ページに、その下端部の景観を 】

シアチェン氷河－末端部

（ 坂井広志/JAC､2002 ）

【氷河末端の拡大を次に】

大規模な氷河の場合：バトゥーラ氷河

（地図は､ドイツ 1954･59探検
の成果による。 ）

52年前と現代の比較

中規模な氷河の場合：やはり、先端位置は変化なし
：ディラン・ラカポシ山麓のミナピン氷河 － １

（長岡､2005）
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中規模な氷河の場合：やはり、先端位置は変化なし
：ディラン・ラカポシ山麓のミナピン氷河 － ２

67年前（Shipton､1939) 39年前 32年前（ソ連邦参謀本部 現 代
（独・５万図､1967） 20万図／10万図(1974)より）

ミナピン氷河 －３： 下端部の比較

（ 長岡､1984 ） （ 長岡､2005 ）

中規模な氷河の場合：やはり、先端位置は変化なし

ナンガパルバット北面の

ライコット氷河-１

72年前（独・５万図 1934） 現 代

【氷河末端の写真を次 P.に】

ライコット氷河－２／その末端の状況 ：

後退はしていないが､70年前も今も衰退（厚さが減少）した氷河。
（これが、カラコルムの氷河の一般的な姿。）

ナンガパルバット北面、ライコット氷河の先端。

先端位置は72年前（地図）と同じだが､表面沈下（衰退）

72年前 にも 氷河表面は低下の形状
－ ドイツ登山隊によるナンガパルバット５万図（1934）

（長岡、2005）
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小規模な氷河の場合：変化なしと、後退のもの
変化なし：ナンガパルバット南面、山頂直下の懸垂氷河－１

数10年前：印度測量局図 72年前：独・５万図 1934 現 代
(1934以前)による陸測外邦図

【次ページに地上写真を】

小規模な氷河の場合：変化なしと、後退のもの
変化なし：ナンガパルバット南面、山頂からの懸垂氷河－２

前スライドの､懸垂氷河末端の氷河湖。
グーグルで見るとおり､今もこれと同様。

（長岡､1984）（長岡､1984）

ルパール氷河から見たナンガパルバット南面。
左写真の氷河の末端が､中央のモレーン。

（ ナンガパルバット南面のタリシン村：長岡､1984 ）
（ タリシン村：長岡､2005 ）

小規模な氷河の場合：変化なしと、後退のもの

変化なし：ザンスカールへの入り口、ペンシ･ラ南西の峰。
その山麓の デュラン･ドラン氷河は健在

このピークの懸垂氷河には、18年を経て変化はない。
（ 左上:1988／左下:2006 ）

その山麓（右上:2006）では氷河は健在？ （ともに長岡撮影）
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小規模な氷河の場合：変化なしと、後退のもの
後退(?)：昔の、バルトロ氷河への峠みち、スコロー･ラの氷河

107年前（Workman夫妻 1899） 30年前（ソ連邦参謀本部20万図/ 現 代
10万図(1976)から編集 ）

小規模な氷河の場合：変化なしと、後退のもの

氷河消滅で越えられなくなった峠：ヒスパー氷河のヌシック･ラ

（ 広島工大山岳部､1981 ）
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巨大氷河は後退していない事実があるが､衰退(厚さ減少)している。

－ バルトロ氷河の90年前と近年

アブルッツィ公のカラコルム探検時（1909）：de Filippi撮影

右２つの写真は、上の崖錐（陽が当たっている）の右端

あたりで撮影。少し奥の日陰部がバルトロ氷河舌端。

上写真と同位置から長岡撮影（1999）：上の↓での比較を。

（氷河が薄くなって、遠くの山が下方まで見える？）

前進しているものもある：バルトロ支谷のリリゴ氷河－１

アブルッツィ公のカラコルム

探検時代：de Filippi 撮影（1909） 現地ガイド「この氷河は昔は奥にあった｡」：長岡撮影（1999）
ソ連邦参謀本部地図によれば､30年前には谷奥に。

【 次ページに地図を 】

前進しているものもある：バルトロ支谷のリリゴ氷河－２

107年前（Workman夫妻､1899） 30年前（ソ連邦参謀本部20万図/ 現 代
10万図(1976･77)から編集）

【まとめ】

カラコラムにおいて、
① １世紀ほど前の探検家や登山隊による地図、

② 30年ほど前のソ連邦地図、

③ 現代の衛星画像 の比較によれば、 （および､ここ20数年の現地観察）

・ 巨大氷河のうち、その詳しい地図が利用できるいずれの氷河でも、
ここ１世紀ほどの間は、氷河先端は同じ位置にあった。
シアチェン､チョゴルンマ氷河は不詳。ｼｬｸｽｶﾞﾑ河とｼﾑｼｬｰﾙ河流域･ｻｾﾙ山群北面は不詳。

後退は な が 厚さ減少など 衰退は る・ 後退はしていないが、厚さ減少など、衰退はしている。

・ まれに、前進している氷河もある。（氷河サージの発生）

・ ネパール･ブータンヒマラヤにおける、｢小さな白い氷河は後退が特に
著しい」との傾向も、カラコラムでは顕著ではない

・ 以上は、ラダック･ザンスカール以北の「乾燥ヒマラヤ」で同様らしい。

・ 探検時代の地図は、このような分野では唯一の貴重な情報。
（困難な探検の時代に、高い精度の地図を残した先蹤者に敬意を表したい。）

・ ソ連邦地図により、30年ほど前との、全域･高精度の比較が可能。

このとりまとめに際して、次の各位・機関から、
ご教示と、資料の利用等の便宜を頂きました。

（五十音順：敬称略）

岩田修二
牛木久雄
金子民雄
坂井広志
棚橋 靖
内藤 望
中村健次郎中村健次郎
中村 保
(社)日本山岳会
広島工業大学山岳部
故･望月達夫

グーグルアースの衛星画像
グーグルマップの衛星画像

（吉田光雄、2006）

また 機会がございましたら

ご質問は 次へ
nagaoka@almond.ocn.ne.jp

.:*:・'゜☆。.:*:・'゜★゜'・:*。.:*:・'゜☆。.:*:・'゜★゜'・.:*:。.:*:・'゜☆

See you ～ ♪

（長岡､1999）


